
− Public Information: ＫＵＭＡＮＯ−　 '17/ ４月号　− 2 −− 3 −　 − Public Information: ＫＵＭＡＮＯ−　'17/ ４月号

　

平
成
29
年
度
の
予
算
案
並
び

に
諸
案
件
の
ご
審
議
を
お
願
い

す
る
に
当
た
り
、
私
の
所
信
お

よ
び
町
政
の
基
本
方
針
を
申
し

述
べ
ま
す
。

　

我
が
国
の
景
気
は
、
安
倍
内
閣

に
よ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
取
り
組

み
の
下
、
雇
用
・
所
得
環
境
が
改

善
し
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
国
の
取
り
組
み

の
効
果
は
未
だ
地
方
に
ま
で
行
き

渡
っ
て
い
な
い
状
況
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
は
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
に
対
応
し
た
、
働

き
方
改
革
や
女
性
の
活
躍
な
ど

「
一
億
総
活
躍
の
国
創
り
」
を

打
ち
出
し
、 

引
き
続
き
「
地
方

創
生
」
を
重
要
課
題
に
位
置
付

け
て
い
ま
す
。

　

第
５
次
熊
野
町
総
合
計
画
・

後
期
基
本
計
画
に
お
い
て
、
「
定

住
・
交
流
人
口
」
拡
大
の
た
め
の

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
い
う
、
新
た

な
視
点
で
盛
り
込
ん
だ
「
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
」
を
推
進
す
る
た
め
、
事

業
の
「
選
択
と
集
中
」
を
図
り
ま

す
。
特
に
、
「
暮
ら
し
の
基
盤
が

整
っ
た
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
日
常

生
活
を
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」
、
「
子
ど
も
が
健
や
か
に

た
く
ま
し
く
育
つ
ま
ち
づ
く
り
」
、

「
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
重
点
的
に
推
進
し

ま
す
。

　

「
地
方
創
生
」
の
た
め
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
も
、
旧
西
公

民
館
の
改
修
等
を
行
い
、
「
子
育

て
支
援
」
、
「
移
住
・
定
住
情
報

発
信
」
、
「
就
業
支
援
」
等
の
拠

点
と
し
て
活
用
す
る
多
機
能
施
設

を
整
備
し
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
充
実
や
移
住
・
定
住
の
推
進
、

地
域
の
賑
わ
い
の
再
創
出
を
図
り

ま
す
。

〔
総
務
部
門
〕

　

本
町
は
平
成
30
年
に
町
制
施

行
か
ら
100
周
年
を
迎
え
る
た
め
、

記
念
式
典
を
は
じ
め
と
す
る
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
た

め
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
多
発
す
る

自
然
災
害
へ
の
備
え
を
強
化
す

る
た
め
、
老
朽
化
し
た
防
災
行

政
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
方
式
に
更

新
す
る
た
め
の
準
備
事
業
に
着

手
し
ま
す
。

　

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
き

警
戒
区
域
等
が
指
定
さ
れ
る
第

四
小
学
校
区
に
つ
い
て
は
、
新

た
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
ま
す
。
ま
た
、
都
市
再
生
整

備
計
画
事
業
の
一
環
事
業
と
し

て
、
旧
西
公
民
館
跡
地
に
、
防

災
活
動
拠
点
、
地
域
住
民
の
憩

い
の
場
を
整
備
し
ま
す
。

　

筆
産
地
の
歴
史
と
文
化
を
生

か
し
た
出
会
い
と
交
流
の
あ
る

施
政
方
針
　
平
成
29
年
度

　

平
成
29
年
第
１
回
熊
野
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
町
長
が

平
成
29
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

　

町
政
運
営
に
対
す
る
所
信
と
施
策
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
財
務
課
）

【
は
じ
め
に
】

【
町
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
】

【
重
点
的
な
取
り
組
み
】

【
各
部
門
の
取
り
組
み
】

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
筆
の
里
工

房
の
音
響
設
備
の
改
修
、
空
調

改
修
工
事
実
施
設
計
業
務
、
常

設
展
示
設
計
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

定
住
交
流
の
促
進
で
は
、
芸

術
系
大
学
、
大
学
院
の
学
生
、

院
生
を
迎
え
「
筆
づ
く
り
の
ま

ち
体
験
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

商
工
振
興
事
業
で
は
、
く
ま

の
産
業
団
地
で
操
業
を
開
始
さ

れ
た
事
業
所
に
対
し
、
企
業
立

地
奨
励
金
を
交
付
し
、
町
内
か

ら
の
雇
用
に
つ
い
て
も
奨
励
金

を
交
付
し
、
雇
用
拡
大
を
図
り

ま
す
。

〔
民
生
部
門
〕

　

子
育
て
の
一
層
の
推
進
を
図

る
た
め
、
妊
産
婦
等
の
状
況
を
継

続
的
に
把
握
し
、
妊
娠
前
か
ら
妊

娠
・
出
産
・
育
児
支
援
等
の
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
行
う
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。
ま

た
、
妊
娠
期
か
ら
産
後
に
か
け
て

家
事
援
助
が
必
要
な
家
庭
に
ヘ
ル

パ
ー
派
遣
を
行
う
「
産
前
・
産
後

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
」
を
開
始
し

ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
で
は
、
熊
野
町

健
康
増
進
計
画
「
健
康
く
ま
の

21
」
、
「
食
育
推
進
計
画
」
を

基
に
、
自
ら
が
取
り
組
む
健
康

づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　

健
康
管
理
に
つ
い
て
は
、
住

民
健
診
で
土
・
日
曜
の
実
施
や

託
児
、
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん

の
女
性
が
ん
検
診
を
医
療
機
関

で
個
別
に
検
診
で
き
る
等
、
受

診
し
や
す
い
体
制
を
整
え
、
健

診
受
診
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
「
熊
野
町
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
」
を
基
に
、
腎
症
重
症

化
予
防
教
室
等
の
各
種
健
康
教

室
、
相
談
事
業
を
充
実
し
ま
す
。

　

感
染
症
対
策
で
は
、
感
染
症

お
よ
び
予
防
接
種
の
正
し
い
知

識
の
普
及
啓
発
、
接
種
勧
奨
を

継
続
実
施
し
、
予
防
接
種
の
接

種
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

障
害
者
施
策
で
は
、
障
害
者

総
合
支
援
法
に
基
づ
き
、
利
用

者
一
人
ひ
と
り
に
対
し
サ
ー
ビ

ス
利
用
計
画
を
作
成
し
、
き
め

細
か
な
対
応
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
「
障
害
者
保
健
福
祉
計

画
」
お
よ
び
「
第
４
期
障
害
福

祉
計
画
」
の
、
次
期
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

で
は
、
相
談
支
援
、
住
居
確
保

給
付
金
の
支
給
に
加
え
広
島
市

と
連
携
し
た
「
子
ど
も
の
学
習

支
援
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

高
齢
者
施
策
で
は
、
「
地
域

包
括
ケ
ア
」
の
推
進
の
た
め
、

自
助
・
互
助
の
観
点
か
ら
の
取

り
組
み
を
強
化
し
、
高
齢
者
の

社
会
参
加
活
動
の
促
進
を
図
り

ま
す
。
「
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
」
も
引
き
続

き
実
施
し
、
高
齢
者
施
策
の
基

本
と
な
る
、
第
７
期
の
「
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

環
境
対
策
で
は
、
缶
・
び
ん

な
ど
の
収
集
を
隔
週
か
ら
毎
週

１
回
に
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、

公
衆
衛
生
活
動
を
実
施
す
る
団

体
や
、
小
型
浄
化
槽
の
設
置
に

対
す
る
補
助
金
の
交
付
を
引
き

続
き
実
施
し
、
ご
み
の
資
源
化

お
よ
び
公
共
用
水
域
の
水
質
保

全
を
図
る
と
共
に
町
民
の
環
境

意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

　

消
費
者
対
策
で
は
、
継
続
的

な
週
２
回
の
相
談
窓
口
の
確
保

に
努
め
、
広
く
住
民
へ
の
被
害

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
啓
発
や

情
報
提
供
を
よ
り
充
実
さ
せ
、

体
制
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

〔
建
設
部
門
〕

　

町
内
の
県
道
整
備
で
は
、
「
県

道
矢
野
安
浦
線
」
の
川
角
地
区

か
ら
呉
地
地
区
ま
で
の
「
現
道

拡
幅
及
び
バ
イ
パ
ス
事
業
」
、

「
県
道
瀬
野
呉
線
」
の
新
宮
地

区
に
お
け
る
「
交
通
安
全
施
設

等
整
備
事
業
」
お
よ
び
「
深
原

地
区
の
バ
イ
パ
ス
事
業
」
で
引

き
続
き
用
地
取
得
及
び
工
事
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
平
成

28
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

「
県
道
矢
野
安
浦
線
」
、
熊
野

町
役
場
前
交
差
点
か
ら
阿
戸
別

れ
交
差
点
の
間
の
渋
滞
対
策
に

つ
い
て
は
、
用
地
測
量
等
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

県
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
と
連

携
し
早
期
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

　

雲
母
川
砂
防
事
業
で
は
、
引
き

続
き
用
地
買
収
が
行
わ
れ
る
と
と

も
に
、
工
事
用
道
路
の
工
事
に
着

手
の
予
定
で
す
。

　

町
道
の
整
備
で
は
、
「
呉
出
来

線
」
の
槙
ケ
迫
交
差
点
付
近
の
狭

隘
部
分
の
拡
幅
お
よ
び
「
出
来
中

溝
線
」
と
「
熊
野
北
農
道
」
と
の

交
差
点
改
良
工
事
に
つ
い
て
、
工

事
に
着
手
し
ま
す
。

　

道
路
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対

策
で
は
、
予
防
保
全
の
観
点
か

ら
計
画
的
に
補
修
工
事
を
実
施

し
ま
す
。
「
都
市
再
生
整
備
事

業
」
と
し
て
継
続
的
に
実
施
し

て
い
る
熊
野
団
地
内
の
側
溝
整

備
に
つ
い
て
は
、
計
画
の
残
り

部
分
を
引
き
続
き
整
備
し
ま
す
。

　

林
業
振
興
対
策
は
、
引
き
続

き
「
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事

業
交
付
金
」
を
活
用
し
、
荒
廃

す
る
里
山
の
整
備
を
行
う
ほ
か
、

「
都
市
再
生
整
備
事
業
」
で
は
、

東
山
地
区
の
消
防
団
屯
所
と
車

庫
を
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
と
し
て

再
整
備
し
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
「
住
む
な
ら
く

ま
の
」
応
援
事
業
の
実
施
は
、

引
き
続
き
、
子
育
て
世
代
の
定

住
を
促
進
す
る
た
め
交
付
金
を

支
給
し
、
人
口
の
維
持
、
地
域

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

本
町
で
初
め
て
土
砂
災
害
警

戒
区
域
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
特
別
警
戒
区
域
内
の
既
存

建
築
物
の
改
修
費
の
一
部
を
補

助
す
る
「
建
築
物
土
砂
災
害
対

策
改
修
促
進
補
助
事
業
」
を
新

た
に
創
設
し
、
区
域
内
に
居
住

し
て
い
る
人
の
「
自
助
」
の
取

り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
新

宮
、
中
溝
、
呉
地
地
区
の
未
普

及
区
域
に
お
い
て
、
約
5.5
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
整
備
を
予
定
し
、
柿

迫
地
区
を
中
心
に
引
き
続
き
、

老
朽
管
路
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
調
査
が
完
了
し
た
熊
野

団
地
内
の
老
朽
管
路
の
す
べ
て

に
つ
い
て
、
修
繕
・
改
築
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

　

上
水
道
事
業
で
は
、
新
宮
、

萩
原
、
呉
地
地
区
に
お
い
て
未

給
水
地
区
の
配
水
管
整
備
を
行

う
ほ
か
、
引
き
続
き
、
熊
野
団

地
内
等
の
老
朽
管
を
計
画
的
に

更
新
し
ま
す
。

〔
教
育
部
門
〕

　

小
・
中
学
校
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

整
備
事
業
」
と
し
て
、
各
小
・

中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
使

用
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
の
更
新

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
学
力
向

上
を
目
的
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
ま
た
は
電
子
黒
板
を
配
置
し
、

今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
に

向
け
た
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の

整
備
で
は
、
繰
越
事
業
と
し
て
、

熊
野
東
中
学
校
普
通
教
室
棟
大

規
模
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
熊
野
第
一
小
学
校
東
校

舎
の
大
規
模
改
修
工
事
に
係
る

実
施
設
計
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
分
野
で
は
、
熊
野

町
民
会
館
施
設
の
老
朽
化
が
著

し
い
た
め
、
空
調
設
備
改
修
工

事
の
ほ
か
、
駐
車
場
の
整
備
工

事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
東
公

民
館
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
も
、

事
業
に
取
り
か
か
り
ま
す
。

　

社
会
体
育
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

分
野
で
は
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
の
雨

水
排
水
機
能
等
の
抜
本
的
な
改
修

工
事
に
向
け
た
実
施
設
計
業
務
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
公
認
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の
整
備
に
向

け
て
基
本
設
計
を
策
定
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
住
民
の
視
点
に
立

ち
、
「
第
５
次
熊
野
町
総
合
計

画
」
お
よ
び
「
総
合
戦
略
」
に

沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
お
わ
り
に
】


